













































































































成績評価：成績評価の内訳は，出席 20％，各自の e-Learning 参加率 20％，中間発
























































本実践の結果については，12 月 25 日時点（e-Learning システムを利用した第２講
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総数 平均 最少 最多 S.D.







チーム 総数 平均 最少 最多 S.D.
チーム１  84 16.8 13 23  3.8
チーム２  82 16.4  2 24  8.5
チーム３ 103 20.6 10 36  9.7
チーム４ 114 22.8  8 43 11.6
チーム５ 183 36.6 17 44 10.1
チーム６ 128 32.0 23 41  6.2
チーム７  48 12.0  3 22 11.4
表３より，次の特徴が見られる。チーム平均での最多が 36.6 件，最少が 12.0 件と
３倍近い差がある。チーム内での個人差の最多はチーム４での 35 件（＝ 43－8）で





した。なお，講義時間内とは，木曜日 9:00 から 10:40 まで（講義時間終了時刻は














第２講 70（93％）  5（ 7％） 75 第７講  64（33％） 132（67％） 196
第３講 13（33％） 27（67％） 40 第８講  28（68％）  13（32％）  41
第４講 63（68％） 30（32％） 93 第９講  23（51％）  22（49％）  45
第５講 57（85％） 10（15％） 67 第10講  25（53％）  22（47％）  47
第６講 77（83％） 16（17％） 93 第11講  23（51％）  22（49％）  45






















は，12-15 時（106 件），15-18 時（46 件），18-21 時（46 件）であり，少ない時間帯
は，３-６時（２件），６-９時（９件），９-12 時（20 件）である。学生が大学に来て
いる時間帯を 9:00-18:00 と考えると，その間の投稿数の割合は，約 58％（172 件）
である。一方，約 42％（127 件）の投稿が，学生の自宅等の学外から行われている。
4.2.　アンケート調査結果

















　項　目 点数 S.D. 　項　目 点数 S.D.
①情報取得 4.4 0.75 ⑧指導 4.3 0.82
②復習 4.5 0.71 ⑨教員交流 4.2 0.78
③予習 4.4 0.75 ⑩質問容易 4.4 0.66
④時間外学習 4.5 0.84 ⑪教員回答 4.5 0.71
⑤チーム交流 4.3 0.95 ⑫全体把握 4.6 0.61
⑥理解深化 4.5 0.76 ⑬欠席補完 4.2 0.99




















項　　目 本講義 全学平均 平均差
①妨害行為に適切な対処を取った 3.80 3.04 0.76
②板書・パワーポイントの見やすさ復習 3.64 2.97 0.67
③補助教材を有効活用した 3.89 3.22 0.67
④授業の工夫と教員の熱意 3.62 3.15 0.47
⑤コミュニケーション（対話） 3.72 2.92 0.80
⑥状況を見た授業進行 3.55 3.01 0.54
⑦授業時間の厳守 3.76 3.41 0.35
⑧授業内容がよく理解できた 3.76 3.04 0.72
⑨履修して興味が増した 3.69 2.98 0.71
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 1）　メーリングリスト「mathEnet」は，現職の中高等学校数学，理科教員，大学教員，小学校
教員，大学生等，約 230 名が登録しており，数学，理科教育に関わる情報交換を行ってい
る。河崎哲嗣氏（京都府立嵯峨野高等学校教諭）が中心となり，2004 年３月からスタートし
ており，3167 件（2007.12.29 現在）の投稿が行われている。また，wiki（http://www2.hamajima.
co.jp/~mathenet/）を開設し，数学の教材，実践報告，研究会案内等が行われている。
